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平成30年10月5日

平成30年10月25日

平成31年1月30日

選定のプロセス

１．平成３０年度の重点「道の駅」について

公募開始

・企画提案の評価・選定

（有識者意見を踏まえ実施）

企画提案書提出
締切

重点「道の駅」

の選定

○重点「道の駅」候補からの企画提案

○以下に関する企画提案

・次世代観光拠点の形成
（DMOとの連携、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光）

・風景街道・道守との連携

・高速道路との連携

・子育て応援

選定にあたり優先的に評価する事項

・各地方整備局から推薦
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２．平成３０年度 重点「道の駅」選定箇所の概要について

重点
１５箇所

重点候補
１４箇所

新設３箇所（２０％）

既設１２箇所（８０％）

Ｈ３０年度選定結果
（全２９箇所）

新設６駅（４３％）

既設８駅（５７％）

20年以上
6駅
50%

15年～20年未満
5駅
42%

10年～15年未満
1駅
8%

R1.6月末時点

供用年数

20年以上
3駅
38%

15年～20年未満
2駅
25%

10年～15年未満
1駅
12%

5年未満
2駅
25%

R1.6月末時点

供用年数
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３．平成３０年度重点「道の駅」 の課題

(1) 主な課題

・公募期間が短かく、企画提案を作成する期間が十分確保できなかった。

・公募に関する周知が十分でなかった。

・整備時期が数年後であるなど、応募のタイミングが理解されていなかった。

(2) 有識者からの主な意見

・公募の周知を図るためにブロックごとに説明会等をすべきではないか。

・老朽化した道の駅等のリニューアルに対し、支援すべきではないか。

・計画的な応募を促すために、毎年募集すべきではないか。

・必要に応じ、現場視察も選定のプロセスに組み込んでいくべきではないか。

・企画提案の達成状況、効果等をフォローアップすべきではないか。
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４．今年度の重点「道の駅」の方針 （案）

(1) 優先的に評価する事項

・昨年度は検討期間が短いために、応募できなかった道の駅もあること

から、評価項目は、基本的に昨年度と同様に設定する。

・老朽化した施設等の更新の時期を迎えている道の駅も多いため、供用

年が古い駅のリニューアルは優先的に評価する。

(2) 公募期間

・企画検討に必要な期間を十分に確保するため、公募期間を３か月とする。

(3) 周知方法

・各地方整備局ごとに説明会を開催するなど、周知を図る。

(4) 確認方法

・必要に応じ、有識者の方々に現地視察等を行って頂く。

⇒ 重点道の駅等のフォローアップ、モデル道の駅との関係等の残された課題に

ついては、来年度の重点道の駅公募に向けて、引き続き議論。
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